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The Chinese and Japanese languages both use Kanji(Chinese characters)for 
their written representation. For this reason, analysts working with Kanji that 
represents Japanese sometimes unconsciously use information about the 
equivalent Kanji representing Chinese.This article draws attention to such 
confusion that coule lead to erroneous analysis. It also discusses hou the academic 
terms of Itai-ji(variant letters)and Kihan(norm consciousness)should be 
conceptualized and defined. 









漢字字体 異体字 規範 













































































































































































『四河入海』の索引が収められている。第 7 巻には「索引篇 凡例」が置かれてお




































































































































































えれば 2 つ〈よるべき規準〉が存在できるのだろうか。 
 「規範的な字体が一つに統一されていく。このような近世から近代にかけての異










日本古典文学大系『今昔物語集 一』（1959 年 3 月 5 日第 1 刷、1980 年 4 月






































































































































 『遠西医方名物考』巻 1 の「凡例」「標目」を除いた「本文」は 28 丁ある。28 丁を
調べてみると、8 丁裏に「錢」が 4 回、13 丁表に 1 回使われている。同様に巻 2 は
26 丁あるが、3 丁表に 3 回、4 丁裏に 1 回、9 丁表に 1 回、12 丁裏に 1 回、26 丁
裏に 1 回使われている。巻 3 は 27 丁あり、5 丁裏に 1 回のみ使われている。巻 4
は 27 丁あり、3 丁表に 1 回、24 丁表に 1 回、同裏に 1 回使われている。巻 5 は
28 丁あり、7 丁裏に 3 回、11 丁裏に 1 回、12 丁表に 3 回、同裏に 2 回、14 丁裏
に 2 回、24 丁表に 1 回、28 丁表に 2 回「錢」字が使われている。結局、巻 1 から




の巻 1 から巻 6 まで（157 丁）の写本を蔵している。書写年時は記されていない。
このテキストにも薬の秤量単位としての「錢」が散見する。巻 1 から巻 6 までの「本



















































































註 5  ただし、「通時的に字体の変遷を見る」といった場合に、観察対象をどのよ
うに設定すれば、意義ある分析が展開できるかということについては慎重に検討
する必要があると考える。例えば、山下真理は「近代における「俗字」－近代教育
漢字字体資料を対象として－」（『訓点語と訓点資料』第 132 輯、2014 年）におい
て、「近代教育漢字字体資料」の分析をする一方で、漢字字体規範史データベ
ースを使う。そして「近代教育漢字字体資料で俗字字体として挙げられていた 40





































には文化 6（1809）年に出版された『商売往来刊誤』に 4 例、文久 2（1862）年刊





































る。「常用漢字表」の「表の見方及び使い方」の 2 には「「本表」には、字種 2136 字
を掲げ、字体、音訓、語例等を併せ示した」とあり、3 には「漢字欄には、字種と字



















































註 13 早稲田大学の「古典籍総合データベース」の画像によって確認した。 
 
 
 
